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● 社長インタビュー

長期ビジョンの実現に向けて
新たな経営目標に挑戦

 代表取締役社長
 社長執行役員 服部 真

● LINTEC ESSAY

 若い世代と共に学ぶ
 杉本 昌隆



4月1日
•2030年を見据えた長期ビジョン「LSV2030」
を新たに掲げ、その達成に向けた３か年中期経営
計画「LSV2030-Stage1」がスタート

•「サステナビリティ委員会」を新設し、持続可能な
社会の実現に向けた取り組みの推進体制を強化

•米国の粘着製品メーカーであるデュラマーク社を
約64億円で買収（2021年12月にマックタック・
アメリカ社の子会社に吸収合併）

6月21日
•第127期定時株主総会での決議を受け、取締役
会の独立社外取締役比率が3分の1に上昇

9月13日
•バイオマス原料を粘着剤に使
用したシール・ラベル用粘着
製品に、きれいに剝がせる再
剝離タイプの新アイテムを追加
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（免責事項）
業績予想などの将来に関する記述は、当社が現在入手
している情報および合理的であると判断する一定の前提
に基づいており、実際の業績などはさまざまな要因に
より大きく異なる可能性があります。
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青い池
北海道上川郡美瑛町にある池。水の
中に含まれるアルミニウムなどの粒
子が太陽光を青い光として散乱させ、
さらに白い池底がその青を引き立て
て幻想的な景色を生み出している。

リンテックIR（投資家向け広報）誌

2021年3月期 決算発表（5月10日）
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1年間の主な動き

2021
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10月1日
•主力のシール・ラベル用粘着製品の全アイテムを
対象に価格改定を実施

12月22～26日
•「第90回 全日本フィギュア
スケート選手権大会」に協賛

2022年3月期 第1四半期 決算発表（8月6日）

2022年3月期 第2四半期 決算発表（11月8日） 2022年3月期 第3四半期 決算発表（2月9日）

10 18 11 29 12 3

2021年4月～2022年3月

IR情報サイト：www.lintec.co.jp/ir

2022

当社では新製品情報なども含め、株主・投資
家の皆様へさまざまなニュースを幅広くお届け
するため、IRメール配信サービスをご提供し
ています。配信をご希望の方は、当社IR情報
サイトよりご登録をお願いいたします。

IRメール配信
サービスの
お知らせ

※スマートフォンなどで左
記の二次元コードを読み
取ると、登録ページへ簡
単にアクセスできます。

Pick Up

10月～12月に放送されたTBSテレビの連続
ドラマ「日本沈没―希望のひと―」の撮影セット
に内装用化粧フィルム「パロア」が使用され、高級
感のある空間を演出しました。

「パロア」で装飾された未来推進会議室の壁面（左）と
「パロアレリーフパネル」が使われた閣議室のバックボード

2月1日
•米国粘着製品メーカーの事業を約46億円で譲り
受け、スピネカー社を設立

3月1日
•高級印刷用紙など一部の特殊紙製品を対象に
価格改定を実施

3月18日
•積層セラミックコンデンサ関連テープの生産設備
増強（総投資額約190億円）を発表
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はっとり

服部 
まこと

真代表取締役社長
社長執行役員

長期ビジョンの実現に向けて
新たな経営目標に挑戦

社長インタビュー

　当社グループでは2030年を見据えた長期ビジョン「LINTEC SUSTAINABILITY 
VISION 2030」(略称：LSV2030)を掲げ、2024年3月期を最終年度とする中期
経営計画「LSV2030-Stage1」を推進しています。同計画の初年度となった前期の
振り返りや今後の見通しについて服部社長に聞きました。

中期経営計画「LSV2030-Stage1」
2024年3月期（最終年度）経営目標

売上高 3,000億円
営業利益 240億円
親会社株主に帰属する
当期純利益 170億円
売上高営業利益率 8%以上

ROE（自己資本当期純利益率） 8%以上
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まずは、改めて長期ビジョン「LSV2030」について説明してください。

当社グループではこれまで3年ごと
に中期経営計画を策定してきました。

しかし、2020年3月期を最終年度とする
前中期経営計画を含め、近年はいずれも
数値目標が未達に終わっていることから、
既存の事業展開の延長線上で3年間の経
営計画を策定していては大きな成長は難
しいと判断しました。そこで約1年間の準
備期間を経た昨年3月に、2030年のある
べき姿を描いた長期ビジョン「LSV2030」

とその実現に向けた最初のマイルストーン
（中間目標）となる3か年の中期経営計画
「LSV2030-Stage1」を発表しました。
「LSV2030」では「イノベーションによる
企業体質の強靭化と持続的成長に向けた
新製品・新事業の創出を通じて、サステナ
ブル（持続可能）な社会の実現に貢献する」
を基本方針に、事業活動を通じた社会的
課題解決への貢献と持続的成長を目指し
ています。

「LSV2030」では「イノベーションによる
企業体質の強靭化と持続的成長に向けた
新製品・新事業の創出を通じて、サステナ
ブル（持続可能）な社会の実現に貢献する」
を基本方針に、事業活動を通じた社会的
課題解決への貢献と持続的成長を目指し
ています。

長期ビジョン 「LINTEC SUSTAINABILITY VISION 2030」 （略称：LSV2030）

基本方針 イノベーションによる企業体質の強靭化と持続的成長に向けた
 新製品・新事業の創出を通じて、サステナブルな社会の実現に貢献する

重点テーマ 1. 社会的課題の解決
  （1）環境…脱炭素社会・循環型社会の実現への貢献 など
  （2）社会…人権の尊重、ステークホルダーへの情報開示とコミュニケーション強化 など
  （3）ガバナンス…コーポレートガバナンスの強化、取締役会の実効性のさらなる向上 など
  （4）事業活動を通じたSDGs＊達成への貢献

 2. イノベーションによる企業体質の強靭化
  （1）DXによる設計・開発・製造・物流・業務プロセスの変革
  （2）ビルド&スクラップによる省エネ、高品質、高効率、省人化を目的とした新規生産設備の導入
  （3）生産プロセス革新によるコスト競争力の強化
  （4）低成長・不採算事業の構造改革とグループ会社の経営健全化
  （5）強固な財務基盤の維持と資本効率の向上

 3. 持続的成長に向けた新製品・新事業の創出
  （1）技術革新による新製品・新事業の創出
  （2）戦略的投資の拡大と機動的M&A
  （3）さらなるグローバルプレーヤーへの飛躍
  （4）ローカリゼーションの確立

Q

＊SDGs（エス・ディー・ジーズ）：Sustainable 
Development Goals（持続可能な開発目標）
の略称。2015年に国連サミットで採択され、
持続可能な社会の実現に向けた17の目標（ゴー
ル）と169の指標（ターゲット）で構成される

A
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社長インタビュー

「LSV2030-Stage1」の初年度となった前期の振り返りをお願いします。

2022年3月期の世界経済は、資源・
エネルギー価格の高騰やサプライ

チェーンの混乱があったものの、新型コロ
ナウイルス感染症のワクチン接種が進んだ
ことなどによって回復基調をたどりました。
一方、我が国においては新型コロナウイル
スの影響により個人消費は低調であった
ものの、円安効果などもあり、多くの企業
で業績の回復が見られました。このような
経営環境の中、当社グループにおいては
半導体・電子部品関連製品が好調な需要
に支えられて大幅に伸長したことに加え、

そのほかの製品についてもコロナ禍の影
響を大きく受けた前年同期に比べて需要が
回復したことにより、総じて堅調に推移しま
した。その結果、前期の連結業績は、収益認
識会計基準の適用による売上高の減少が
136億円あったものの、売上高・利益ともに
過去最高を記録し、「LSV2030-Stage1」
の最終年度である2024年3月期の経営
目標として掲げていた、売上高2,550億円、
営業利益210億円、親会社株主に帰属す
る当期純利益140億円などの指標をいず
れも初年度でクリアすることができました。

Q
2022年3月期連結業績（前年同期比）

売上高

256,836百万円（8.9%増）

経常利益

22,698百万円（35.3%増）

営業利益

21,584百万円（26.7%増）

親会社株主に帰属する当期純利益

16,641百万円（45.9%増）

「LSV2030-Stage1」における各事業部門の主な取り組み

加工材事業部門 剝離紙の無溶剤化と脱ポリ化の推進 など

洋紙事業部門 脱プラ・フードロス対応新製品の開発・拡販 など

オプティカル材事業部門 次世代ディスプレイ用粘着剤の開発 など

積極的な投資による半導体・電子部品関連製品のシェア拡大 などアドバンストマテリアルズ事業部門

国内外でのウインドーフィルムの拡販と高機能製品の拡充・展開 など産業工材事業部門

米国やアジア地域など海外での生産拠点拡充と営業力強化 など印刷・情報材事業部門

前期の連結業績は、収益認
識会計基準の適用による売上高の減少が
136億円あったものの、売上高・利益ともに
過去最高を記録し、「LSV2030-Stage1」
の最終年度である2024年3月期の経営
目標として掲げていた、売上高2,550億円、
営業利益210億円、親会社株主に帰属す
る当期純利益140億円などの指標をいず
れも初年度でクリアすることができました。

A
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「LSV2030-Stage1」の経営目標を初年度で達成し、新たな目標が設定されました。

経営目標を前倒しで達成しても、同
計画が終了したわけではありません。

初年度における進捗状況を踏まえて引き
続き各施策に取り組んでいく中で、当社
グループが目指すべき指標として経営目標
を改めて設定することにしました。今後の
エレクトロニクス関連市場の成長や、昨年
4月と今年2月に北米で実施した企業・事
業買収の効果が見込まれることなどから、
新たな経営目標では売上高を3,000億
円、営業利益を240億円としました。また、
エレクトロニクス関連市場の旺盛な需要
を受けて半導体・電子部品関連製品の生
産能力を増強すべく、設備投資も大幅な増
額を予定しており、さらなる業績の向上に
寄与してくるものと期待しています。

Q
「LSV2030-Stage1」
2024年3月期（最終年度）経営目標

売上高

売上高 （百万円） 営業利益 （百万円） 設備投資額 （百万円）

2,550億円 3,000億円

営業利益

210億円 240億円

親会社株主に帰属する当期純利益

140億円 170億円

売上高営業利益率

8%以上 8%以上

ROE（自己資本当期純利益率）

7%以上 8%以上

■変更前　■変更後

21/3期

235,902

21/3期 21/3期 22/3期 23/3期
（計画）

24/3期
（計画）

9,588 10,275

22/3期

21,584

23/3期
（予想）

21,500

24/3期
（目標）

24,000
21,400 22,000

17,030

円、営業利益を240億円としました。また、
新たな経営目標では売上高を3,000億

エレクトロニクス関連市場の旺盛な需要
を受けて半導体・電子部品関連製品の生
産能力を増強すべく、設備投資も大幅な増
額を予定しており、さらなる業績の向上に
寄与してくるものと期待しています。

22/3期

256,836

23/3期
（予想）

285,000

24/3期
（目標）

300,000

（変更なし）

LSV2030-Stage1 LSV2030-Stage1 LSV2030-Stage1

A
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当社では、経営基盤の強化を図りつ
つ、各事業年度の連結業績を勘案し、

安定的かつ継続的な配当を行っていくこ
とを利益配分の基本方針としております。
この方針の下、2022年3月期の期末配当
金は、当初予定より10円増配の49円と
させていただきました。年間配当金は中間
配当金39円と合わせて1株当たり88円、
配当性向は37.9％となりました。2023年
3月期の年間配当金につきましては当期と

同額の88円を予定しており、配当性向は
38.9％となる見込みです。また株主還元
の一環として、昨年11月から今年8月末
にかけて、400万株または120億円を上
限とする自己株式の取得を実施していま
す。当社では株主の皆様への利益配分を
重要な経営課題の一つと位置づけており、
今後も資本効率の向上に努めるとともに、
業績拡大による株主還元のさらなる充実
を図ってまいります。

2023年3月期の見通しにつきまし
ては、世界経済は新型コロナウイルス

による行動制限が緩和され、経済活動も
持ち直しが継続することが期待される一方、
サプライチェーンの混乱やエネルギーコス
トの上昇、ロシアのウクライナ侵攻による
国際情勢の緊迫化など、先行きは依然と
して不透明な状況が続くと予想されます。
当社グループにおいては、今年2月に米国
の粘着製品メーカーの事業を譲り受けて
設立したスピネカー社の業績寄与や半導
体・電子部品関連製品の需要拡大などを見
込んでいますが、原燃料価格や物流コスト
の上昇などをカバーしきれず、増収減益に

なるものと予想しています。なお、今期の
想定為替レートにつきましては1米ドルを
115円としています。

売 上 高 2,850億円（11.0%増）
営 業 利 益 215億円（0.4%減）
経 常 利 益 215億円（5.3%減）
親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益 155億円（6.9%減）

  

社長インタビュー

「LSV2030-Stage1」の2年目となる今期の見通しについて教えてください。Q

株主還元についてはどのようにお考えですか。Q

さまざまな電子機器の高
機能化に欠かせない半導
体・電子部品関連製品が
引き続き伸長する見込み

37.9 38.9

当社グループにおいては、今年2月に米国
の粘着製品メーカーの事業を譲り受けて
設立したスピネカー社の業績寄与や半導

なるものと予想しています。なお、今期の
想定為替レートにつきましては1米ドルを
115円としています。

体・電子部品関連製品の需要拡大などを見
込んでいますが、原燃料価格や物流コスト
の上昇などをカバーしきれず、増収減益に

2022年3月期の期末配当
金は、当初予定より10円増配の49円と
させていただきました。年間配当金は中間
配当金39円と合わせて1株当たり88円、

同額の88円を予定しており、配当性向は
38.9％となる見込みです。また株主還元
の一環として、昨年11月から今年8月末
にかけて、400万株または120億円を上
限とする自己株式の取得を実施していま
す。

配当性向は37.9％となりました。2023年
3月期の年間配当金につきましては当期と

2023年3月期 業績予想（前年同期比）

A

A
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1株当たり配当金の推移 配当金 配当性向（右目盛り）

0

25

50

75

100

13/3期 14/3期 15/3期 16/3期 17/3期 18/3期 19/3期 20/3期 21/3期 22/3期 23/3期
（予想）

円

0

25

50

75

100
%

34
42

48
54

66 66

78 78 78

88 88

33.1 36.8
29.7

35.7
41.6 42.3 43.5

58.6

49.4 37.937.9 38.938.9

売上高営業利益率

12%以上
ROE（自己資本当期純利益率）

10%以上

2030年3月期 財務指標 

2030年までに2013年度比で

50%以上削減
（2050年までに排出量実質ゼロを実現）

CO2排出量の削減目標

最後に株主・投資家の皆様へのメッセージをお願いします。Q
「LSV2030-Stage1」の初年度に
おいては、全社外取締役も参画して

サステナブル経営に向けた基本方針の策
定などを行う「サステナビリティ委員会」を
新設し、ESG（環境・社会・企業統治）や
SDGsなどに関する下部委員会・分科会
も含め、組織横断的なサステナビリティ推
進体制を整備するなど、業績面以外でも
一定の成果を残すことができました。今後
この体制を中心に全社一丸となって、さま
ざまな社会的課題の解決への貢献に努め
ていきます。特にメーカーとして、CO2排出
量の削減や環境配慮製品の開発、加速する
デジタル社会に対応する高機能製品の安

定供給などに注力するとともに、2030年
3月期の財務指標の達成を目指し、収益
性と資本効率の向上を図ってまいります。
株主・投資家の皆様には引き続きご支援
のほど、よろしくお願い申し上げます。

A
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TOP ICS トピックス

脱プラスチック需要への対応も可能な“透ける、書ける”紙を発売

　当社は、紙本来の優しい肌合いや滑らかな書き
心地に加え、柔らかな透け感を兼ね備えた特殊紙を
開発し、"透ける、書ける"という特徴を持った新製品
「

ス　ケ　カ　ケ

SUKEKAKE」として、この4月から販売を開始。
また、プラスチック製のクリアファイルの代替として、
同製品を使用した紙製ファイルも同時に発売しまし
た。使いやすさを考慮した厚みやコシのほか、鉛筆
やボールペンなどでの筆記適性も有しており、オフ
セット印刷やレーザープリンタでの印字にも対応して
います。今後は各種包装材料や書籍カバーなど、さま
ざまな用途への展開を視野に拡販を図っていきます。

半導体関連粘着テープの最新鋭生産設備を導入へ

　コロナ禍以降の急速なデジタル化によって世界的な
半導体不足が発生したことで、半導体メーカー各社は
大規模な増産投資を進めています。こうした状況を受け、
当社では半導体関連粘着テープの生産拠点である吾妻
工場（群馬県）に新規設備投資を決定し、約45億円を
投じて、2023年末までに最新鋭の生産設備などを導入
する予定です。これにより各種粘着テープの生産能力
増強やさらなる高機能化を図るほか、自動車の国際品質管理規格への対応も強化し
ます。今後も大きな成長が期待される半導体市場に対し、積極的な新製品開発と高品
質製品の安定供給に努めていきます。

鉛筆やボールペンで書き込みができ、
印刷・印字にも対応

新設備を導入する吾妻工場の既存工棟

●半導体関連粘着テープ
半導体製造工程において、シリコンウェハを薄く研削する際の回路面の保護、ウェハ
を個々のチップに切断する際の固定やチップ基盤実装時の接着などに使われます。
そのほか当社では、回路面を基盤に実装するチップの裏面保護テープなど、半導体
の薄型化や多積層化に寄与する特殊粘着テープを各種開発・提供しています。

透けているので、取り
出さなくても中の書
類が確認できる紙製
ファイル
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現在の仕事について教えてください。

　当社グループの長期ビジョンを達成するために必要なサステ
ナビリティに関する業務、具体的にはSDGsを事業活動に組み
込んでいくための「SDGs委員会」の事務局やサステナビリティ
レポートの制作などを主に担当しています。そのほか、有事に備
えるためのリスク管理システムの継続的な見直し・再構築や国
内の各拠点を対象とした勉強会の実施などにも携わっています。

サステナビリティの実現に向けて大切なことは何ですか。

　持続可能な社会の実現への貢献という大きな目標を社員一人ひとりが“自分事”として
捉えることです。実際、私も研究員時代は目の前のことに集中しがちだったので、2030
年やその先を見据えて業務に取り組むのは大変なことだと思います。しかし、この目標を
実現するには長期的な視点で行動していくことが不可欠であり、グループ全体にこうした
意識を浸透させていきたいと考えています。

今後の抱負を聞かせてください。

　今年4月にサステナビリティ推進体制強化の一環として、「ダイバー
シティ・働き方改革促進分科会」が発足しました。私も委員として参
加しており、男性の育児休業取得促進といった男女平等や女性活躍、
労働環境のさらなる改善などにつながるような提案ができればと考え
ています。また、サステナビリティは当室だけで実現できるものではな
いので、さまざまな部署との連携もさらに強化していきたいと思います。

Q

Q

Q

サステナビリティ
推進室 

 
とみた

冨田 
 だいすけ 

大介

2002年に入社し、研究所の剝離材料研究
室に配属。その後、構造解析研究室に異動。
昨春の当社サステナビリティ推進体制の刷
新に伴い、2021年4月より現職。

フ     ロ     ン     ト ラ     イ     ン

̶ 最前線 ̶ 

　各現場の最前線で活躍中の社員
を紹介する当コーナー。今回は、当社
グループの持続的成長に向け重要
な役割を果たすサステナビリティ
推進室のスタッフをご紹介します。

FRONT LINE

サステナビリティ推進室

グループ従業員へのサステナ
ビリティやCSR（企業の社会
的責任）に関する啓発活動、
サステナビリティレポートな
どを通じた社内外への情報
開示を行うほか、関連委員会・
分科会の事務局として全社
の活動をサポートしている。

シ
加
労
て
い

Q

新たな成長に向けて活躍する社員を紹介
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若い世代と共に
学ぶ
杉本 昌隆

将棋と投資は似ていると聞いたことが
ある。確かに、先読みや直感、時間との勝負、
攻防（売り買い）のタイミングなど共通する
言葉がたくさんある。
昔の将棋界はおおらかで、対局の午前
中に株の話をしているベテラン棋士の先
生は何人もいた。株式市場を気にされて
いたのだろうか。控室でテレビやラジオな
どをつけている先生もおられた。
当時の将棋は戦いが始まるまでが長く、

ほぼ午後以降だったから可能だったのだ
ろう。色々な意味で今は決して見られな
いが、古き良き昭和の時代であった。
長年続けてきた将棋だが、業界の先を
読むのは難しい。今から５年前、棋士デ
ビュー直後の中学２年生の少年が公式戦
負けなしで２９連勝を達成し、１９歳でタイ
トルを五つ保持するなんて誰が予想した
だろう…と書いたものの、これは建前。彼が
小学３～４年生の頃には、私は未来のそ
の日を確信していた。それぐらい藤井聡太

の才能は、ずば抜けていた。その意味では
読み筋通りである。
むしろ読めなかったのは、「藤井の師匠」

と呼ばれるようになった自分自身のこと。
人生って、本当に不思議である。
今の将棋界は、研究でAI（将棋ソフト）

を使うのが当たり前。全ての変化を網羅
して評価値で示してくれるAIは実に便利
である。
AI研究により、未知の恐怖も軽減した。
事前にリスクの程度を知り、不利になるパ
ターンもある程度想定できるからだ。画期
的と感心する反面、一種の危うさも感じる。
若い弟子に多いのだが、マイナス評価を
知った瞬間にその先を読むことを止めて
しまうからだ。なぜマイナスなのか自分の
頭で考えてほしい。汗をかいて人対人の
勝負をしてほしい。彼らから見ると古い考
え方だろうが、それを伝えるのも師匠の
役目だ。
「この形はAIで結論が出ていたので

ESSAY
エッセーリンテック 

L INTEC
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ノーマークでした」「AIの評価はマイナス
と知っていたけど実際は互角じゃないの
かな」、修業中の弟子とこんな会話もする。
ベテランだからこそ、AIは使うべき。

その上で違う手の奥深さを示して勝つ。
これが私の思い描く理想だ。もっともマイ
ナスの状態からそのまま負かされることも
あり、そんなときはちょっと格好がつかない。
指導者も日々勉強である。
弟子は会社で言えば部下のような存在。
子どもへの指導を頼むこともある。だが、
修業中の弟子には時間的猶予がない。
棋士になるまでの年齢制限（原則２１歳で
初段、２６歳で四段にならないと退会）が
あるからだ。なので私はこう言って頭を
下げる。
「君の貴重な勉強時間を削って申し訳
ないけど手伝ってくれないか」
立場を自覚させる意味もあるが、中学
生の弟子などはキョトンとしている。弟子
たちが年齢制限の恐怖に打ち勝つことを
願ってやまない。

藤井竜王が中学生の頃に、私の将棋教
室で子どもへの指導を頼んだことがある。
歳が近いお兄ちゃんと言った雰囲気で、
なかなかの指導ぶりだった。
「この手が好手で困りました」
ときに敬語を交える感想戦。この指導
を受けた小学生の少年は今、私の門下に
なり棋士を目指している。彼がいつの日
か棋士になったとき、兄弟子・藤井竜王
の教えを後輩たちに引き継ぐことだろう。
コロナ禍、ロシアのウクライナ侵攻、止ま
らぬ円安と、気になるニュースが毎日続く。
だが結局、私たちは自分のやれることを
するしかない。藤井竜王を始め若い弟子
たちの選ぶ指し手は常に前向きであり、
失敗しても引きずることはない。彼らを見
ていると師匠の私が勇気づけられるのだ。
先読みは大事だが、読みすぎると選ぶ
指し手が委縮してしまう。ときには若い人
たちと一緒にがむしゃらに打ち込みたい。
そして弟子たちとは一緒に学び、将棋界を、
いや日本を生き抜く同志でありたい。

AIを活用しつつも、それに頼りすぎず自分で考えて先を読むこと。そして若いお弟子さんたちの思い切りの
良い手を見習って共に学ぶ姿勢を大切にしている杉本さん。リンテックも“ベテラン”の経験・知見と若手の
斬新な発想を融合し、時代の変化を的確に“先読み”しながら、一丸となって持続的成長を目指していきます。

杉本 昌隆 （すぎもと まさたか）
棋士。1968年生まれ、愛知県出身。1980年、6級で故 板谷進九段門下。
1990年10月、プロ入り。2001年5月、第20回朝日オープン将棋選手権
準優勝。2008年、NHK将棋講座の講師を務める。2019年2月、八段昇段。
本格派振り飛車党で、特に戦術書の著作は15冊以上。地元東海研修会では
幹事を務めるほか、杉本昌隆将棋研究会を主宰し、後進の育成にも力を注ぐ。
藤井聡太竜王の師匠として知られる。

提供：日本将棋連盟
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ポイント !
資産合計

負債合計

純資産合計

売上高

営業利益

親会社株主に帰属する
当期純利益

決算情報 2022年3月期連結会計年度

連結財務諸表

連結貸借対照表（要約）

（単位：百万円） 当連結
会計年度

前連結
会計年度

流動資産 182,035 170,098

固定資産 120,530 110,164

❶ 資産合計 302,566 280,262

流動負債 72,311 63,506

固定負債 20,496 19,406

❷ 負債合計 92,808 82,912

❸ 純資産合計 209,758 197,350

負債純資産合計 302,566 280,262

連結損益計算書及び
連結包括利益計算書（要約）

（単位：百万円） 当連結
会計年度

前連結
会計年度

❹ 売上高 256,836 235,902

売上総利益 65,137 58,228

販売費及び
一般管理費 43,553 41,198

❺ 営業利益 21,584 17,030

経常利益 22,698 16,770

税金等調整前
当期純利益 23,230 16,635

❻ 親会社株主に帰属する
当期純利益 16,641 11,407

包括利益 24,515 10,619

自己株式の取得などにより「現金及び預金」が減少しましたが、「棚卸資産」「有形固定
資産」などが増加したことにより、総資産は223億3百万円増加しました。

「長期借入金」などが減少しましたが、「流動負債その他」「固定負債その他」などが
増加したことにより、負債は98億95百万円増加しました。

自己株式の取得などによる減少がありましたが、「利益剰余金」「為替換算調整勘定」
などが増加したことにより、純資産は124億7百万円増加しました。

営業利益の増加に加え、為替差益や米国メーカーの買収に伴う負ののれん発生益の
計上などにより、親会社株主に帰属する当期純利益は52億33百万円増加しました。

原燃料価格の上昇などにより洋紙・加工材関連は減益となりましたが、電子・光学
関連が大幅な増益となったほか、印刷材・産業工材関連が黒字化したことにより、営
業利益は45億53百万円増加しました。

収益認識会計基準の適用により、オプティカル材事業部門が大幅に減少しましたが、
アドバンストマテリアルズ事業部門が好調に推移したほか、そのほかの事業部門も前
期に比べ需要が回復したことなどにより、売上高は209億34百万円増加しました。

9,895
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連結キャッシュ・フロー計算書（要約）

（単位：百万円） 当連結
会計年度

前連結
会計年度

営業活動による
キャッシュ・フロー 24,642 28,824

投資活動による
キャッシュ・フロー △19,644 △8,612

財務活動による
キャッシュ・フロー △14,455 △14,129

現金及び現金同等物に
係る換算差額 2,425 △706

現金及び現金同等物の
期末残高 50,603 57,636

0

4,000

8,000

12,000

16,000

減価償却費 のれん償却額

百万円

減価償却費・のれん償却額 
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百万円

設備投資額

0
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22/3期21/3期20/3期19/3期

研究開発費

百万円

0
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5,000

7,500
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22/3期21/3期20/3期19/3期

302,566

9,8959,895

3,200
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セグメント情報  2022年3月期連結会計年度

印刷材・産業工材関連

売上高1,324億21百万円（14.4%増）

営業利益 13億73百万円 （̶）

営業利益売上高

0

50,000

100,000

150,000
百万円

22/3期21/3期

115,745

△800

0

800

1,600
百万円

△239

22/3期21/3期

※ セグメント別の営業利益および営業利益構成比は、セグメント間取引消去前の数値に基づいています。
※ （　）内は前年同期比 

当セグメントの事業部門別の売り上げの概況は次のとおりです。

印刷・情報材事業部門　売上高 1,012億76百万円（15.7%増）

主要製品

 シール・ラベル用粘着紙・粘着フィルム
 バーコードラベル用粘着紙・粘着フィルム

産業工材事業部門　売上高 311億45百万円（10.4%増）  

主要製品

 自動車用粘着製品  工業用粘着テープ
 ラベリングマシン  ウインドーフィルム
 屋外看板・広告用フィルム  内装用化粧フィルム

132,421 1,373

シール・ラベル用粘着製品は、国内では化粧品や飲料キャンペーン
用などの需要が低調だったものの、食品や通販関連の需要が増加
したことにより、粘着紙・粘着フィルムともに堅調に推移しました。
海外では中国やアセアン地域などのアジア圏において好調に推移
したほか、米国における買収効果もあり大きく伸長しました。この
結果、当事業部門の売上高は前年同期に比べ増加しました。

国内外ともにウインドーフィルムや自動車用粘着製品の需要が回復
したほか、装飾用フィルムや通販向け装置についても好調に推移
しました。この結果、当事業部門の売上高は前年同期に比べ増加
しました。
※ 2022年3月期の期首よりマックタック・アメリカ社の産業工材事業部門に関わる全ての製品を印刷・情報材事業
部門へ移管しました。
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913億79百万円

電子・光学関連

売上高 （2.7%増）

191億76百万円（27.3%増）営業利益 

営業利益売上高

0

40,000

80,000

120,000
百万円

88,976

22/3期21/3期
0

7,000

14,000

21,000
百万円

91,379
19,176

22/3期21/3期

15,067

当セグメントの事業部門別の売り上げの概況は次のとおりです。

アドバンストマテリアルズ事業部門　売上高 674億29百万円（21.9%増）

主要製品

 半導体関連粘着テープ  半導体関連装置
積層セラミックコンデンサ関連テープ

オプティカル材事業部門　売上高 239億50百万円（28.9%減）  

主要製品

偏光フィルム／粘着加工
タッチパネル関連製品

半導体関連粘着テープや関連装置、積層セラミックコンデンサ
関連テープは、5G対応のスマートフォンやカーエレクトロニクス用、
テレワーク拡大に伴うパソコン用などの需要増加により好調に推移
しました。この結果、当事業部門の売上高は前年同期に比べ増加
しました。

光学ディスプレイ関連粘着製品は、大型テレビやパソコン、スマート
フォン用などの需要が堅調に推移しました。なお、収益認識に
関する会計基準適用の影響を受け、当事業部門の売上高は前年
同期に比べ大幅に減少しました。
※ 2022年3月期の期首より洋紙・加工材関連の一部製品を電子・光学関連へ移管しました。2021年3月期の実績は
組み替えて記載しています。
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セグメント情報
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当セグメントの事業部門別の売り上げの概況は次のとおりです。

洋紙事業部門　売上高 153億41百万円（6.2%増）

 カラー封筒用紙  色画用紙  特殊機能紙
 高級印刷用紙  建材用紙

加工材事業部門　売上高 176億94百万円（5.7%増）
主要製品

 粘着製品用剝離紙  光学関連製品用剝離フィルム
 合成皮革用工程紙  炭素繊維複合材料用工程紙

営業利益売上高

主要製品

主力のカラー封筒用紙が堅調に推移したほか、クリーンルームなど
で使用される工業用特殊紙やファストフード向け耐油耐水紙など
の需要が回復しました。この結果、当事業部門の売上高は前年
同期に比べ増加しました。

剝離紙は前年同期並みとなりましたが、合成皮革用工程紙は
車両用の需要が回復し、炭素繊維複合材料用工程紙はスポーツ・
レジャー用の需要が増加したことにより順調に推移しました。
この結果、当事業部門の売上高は前年同期に比べ増加しました。

洋紙・加工材関連

売上高 330億35百万円 （5.9%増）

営業利益 9億71百万円（54.6%減）

洋紙・
加工材関連
12.9%

印刷材・
産業工材関連
51.5%

電子・
光学関連
35.6%

洋紙・
加工材関連
4.5%

印刷材・
産業工材関連
6.4%

電子・
光学関連
89.1%

売上高
構成比

営業利益
構成比

971

22/3期21/3期

2,138

※ 2022年3月期の期首より洋紙・加工材関連の一部製品を電子・光学関連へ移管しました。2021年3月期の実績は
組み替えて記載しています。
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グローバルネットワーク

主な海外連結子会社

米国
マックタック・アメリカ社 ■ シール・ラベル用粘着製品、装飾関連フィルム、工業用粘着

テープなどの製造販売

マディコ社 ■ ウインドーフィルムなどの製造販売

中国 琳得科（蘇州）科技有限公司 ■■ シール・ラベル用粘着製品、合成皮革用工程紙などの製造
販売

韓国 リンテック・コリア社 ■ 半導体関連製品、積層セラミックコンデンサ関連テープなど
の製造販売

シンガポール リンテック・シンガポール社 ■■ シール・ラベル用粘着製品、二輪用・自動車用粘着製品、
半導体関連製品などの販売

インドネシア リンテック・インドネシア社 ■ シール・ラベル用粘着製品、二輪用・自動車用粘着製品など
の製造販売

マレーシア リンテック・インダストリーズ（マレーシア）社 ■ 積層セラミックコンデンサ関連テープの製造販売

※ リンテック・インドネシア社への出資比率は65%、そのほかの会社への出資比率は100%です。

■ 印刷材・産業工材関連　■ 電子・光学関連 ■ 洋紙・加工材関連

リンテック・インドネシア社

琳得科（蘇州）科技有限公司

マディコ社

マックタック・アメリカ社

売上高

約496億円

海外売上高比率
（2022年3月期）

約56%

連結売上高
2,568億円

売上高

約113億円

その他

米国

売上高

約828億円

アジア
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取締役

代表取締役会長 大内　昭彦

望月　経利

代表取締役社長 社長執行役員 服部　真

川村　悟平取 締 役 専務執行役員

専務執行役員

常務執行役員

上席執行役員

取 締 役

取 締 役 海谷　健司

柴野　洋一

瀬邊　明

奥島　晶子

木村　雅昭

大岡　哲

杉本　茂

大澤　加奈子

取 締 役

取締役（社外）

取締役（社外） 独立

取締役（社外） 独立

監査等委員である取締役

取 締 役 ／監 査 等 委 員

取締役（社外） ／監 査 等 委 員 独立

取締役（社外） ／監 査 等 委 員 独立

執行役員

上席執行役員 盛本　純郎
上席執行役員 月田　達也

菅谷　俊巳上席執行役員
吉武　正昭上席執行役員
持田　欣也上席執行役員

常務執行役員 若狭　毅彦
上席執行役員 大西　徹
上席執行役員 村田　則夫
上席執行役員 植松　茂

松尾　博之執　行　役　員
西角　尚志執　行　役　員
所司　悟執　行　役　員
峯浦　芳久執　行　役　員
妹尾　秀男執　行　役　員

山本　直樹執　行　役　員
青木　智執　行　役　員

三宅　英樹執　行　役　員

会社概要

役員一覧 （2022年6月22日現在）

事 業 所 営業拠点：東京、札幌、名古屋、大阪、福岡など全国11か所
生産拠点：吾妻（群馬県）、熊谷･伊奈（埼玉県）、千葉（千葉県）、

龍野･新宮（兵庫県）、小松島（徳島県）、三島･土居･新居浜（愛媛県）
研究拠点：蕨・さいたま（埼玉県）
海外事務所：ハノイ（ベトナム）

社 名 リンテック株式会社（英文：LINTEC Corporation）

本 社 東京都板橋区本町23-23

設 立 1934年10月15日

資 本 金 233億2,095万411円（2022年3月31日現在）

上 場 東京証券取引所プライム市場

事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで

従 業 員 数 連結：5,158人　単体：2,628人（2022年3月31日現在）

連 結 子 会 社 国内：3社　海外：39社
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株価（円）

出来高（百株）

0

20,000

40,000

2,200

2,400

2,600

2,800

月11 2 322/1128 10921/4 5 6 7

金融機関
24.18%

証券会社
0.94%

自己株式
8.91%

外国法人等
17.71%

個人・その他
15.80%

その他の法人
32.46%

株式情報 （2022年3月31日現在） 

所有者別分布比率株価および出来高の推移 （2021年4月～2022年3月）

株式の状況

発行可能株式総数 300,000,000株

発行済株式の総数
（ただし自己株式を除く） 69,825,797株

単元株式数 100株

株主数 6,753人

自己株式の取得状況について

（1）取得した株式の総数 3,354,600株
（2）取得価額の総額 8,570,860,200円

大株主の状況 （上位10位）

株主名 持株数（千株） 持株比率（%）

日本製紙株式会社 21,293 30.49
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 7,587 10.86
株式会社日本カストディ銀行（信託口） 3,323 4.75
全国共済農業協同組合連合会 2,522 3.61
庄司 たみ江 1,796 2.57
株式会社かんぽ生命保険 1,610 2.30
リンテック従業員持株会 1,130 1.61
塩飽 恵以子 1,043 1.49
塩飽 一誉子 803 1.15
庄司 早木子 797 1.14
庄司 光江 797 1.14

注1. 当社は自己株式6,833,643株を保有しておりますが、上記表からは除外しております。   
注2. 持株比率の算定に当たっては、自己株式を控除して計算しております。 

当社は株主還元の充実と資本効率の向上を目的に、昨年
11月9日から今年の8月末までに400万株、または
120億円を上限とする自己株式を取得します。2022年
5月末時点の取得状況は以下のとおりです。
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ご協力ありがとうございました。

ア . 10年以上 エ. 1年～3年未満
イ . 5年～10年未満 オ. 1年未満
ウ . 3年～5年未満

② 保有期間はどのくらいですか？

ア . 5千株以上 エ. 100株～200株未満
イ . 1千株～5千株未満 オ. 100株未満
ウ . 200株～1千株未満 カ. 保有していない

①  当社株式を保有されていますか？
それは何株ですか？

※ ①でカ．を選ばれた方は 質問2 にお進みください。

①  皆様には3か月ごとに「WAVE」をお届けしています
が、どの程度読まれていますか?

ア. ほぼ全ページを読む ウ. 全体的に軽く目を通す 
イ . 興味のあるページは読む エ. ほとんど読まない

③  当社株式を保有する理由として当てはまるものは
何ですか?（複数回答可） 

ア. 株価の値上がりが期待できるから
イ. 配当金が魅力的だから
ウ．リンテックのファンだから
エ．当誌「LINTEC WAVE」を読むのが楽しみだから
オ．リンテック・オリジナルカレンダーが好きだから
カ. 自分や知人が勤めている（いた）から
キ. その他（　　　　）

④  当社株式を長期保有する場合、株価以外に最も重視
することは何ですか？ 一つだけお選びください。

ア. 成長性・将来性
イ. 収益性・ROE
ウ. 株主還元の充実
エ. 持続可能な社会の実現への貢献
オ. 現状のままで構わない
カ．その他（　　　　）

③  今号の「WAVE」で興味深かったページ、分かりにく
かったページがあれば教えてください。（複数回答可）

ア. 1年間の主な動き
イ. 社長インタビュー
ウ．トピックス
エ．FRONT LINE
オ．LINTEC ESSAY

カ．決算情報
キ．セグメント情報
ク．グローバルネットワーク
ケ．新聞広告シリーズ

④  当社ホームページの株主・投資家情報サイトを御覧に
なったことはありますか？

ア. 日頃からよく見ている
イ. 決算発表のたびに見ている
ウ．何度か見たことはある

エ．一度は見たことがある
オ．見たことはない
カ．ネット閲覧環境がない

⑤ 当社新聞広告を御覧になったことはありますか？

ア . ある　新聞名（　　　　　　　　　　　）　イ．ない

当誌「LINTEC WAVE」（以下「WAVE」）や
当社の広報・IR活動についてご質問します。

質問1 質問2

質問3

当社株式への投資についてご質問します。

アンケートへのご協力のお願い

②  今号の「WAVE」を御覧いただき、5点満点で点数
をつけるなら何点ですか?

ア . 5点　イ.4点　ウ.3点　エ.2点　オ.1点

当社では、より質の高いIR活動を推進していくために、読者の皆様のご意見やご要望を幅広くお聞かせ
いただきたいと考えております。つきましては、添付のはがき、またはインターネット（裏表紙参照）にて
ご回答いただけましたら幸いです。何とぞご協力のほどお願い申し上げます。（2022年9月30日締め切り）

当社へのご意見・ご要望、「WAVE」や広告に
ついてのご感想などをぜひお聞かせください。
（記述回答）

なお、ご回答いただいた皆様には、後日お礼として「2023年版リンテック・オリジナルカレンダー」を送付させ
ていただきます。 ＊発送は11月中旬以降を予定しています。回答はお一人につき1件まで有効とさせていただきます。

23



● 本社　〒173‒0001　東京都板橋区本町23‒23
URL　www.lintec.co.jp

発行　広報・IR室 2022年6月
TEL.（03）5248‒7741
FAX.（03）5248‒7754

住所変更、単元未満株式の買取・買増等のお申し出先について

未払配当金の支払いについて
株主名簿管理人である三菱UFJ信託銀行株式会社にお申し出ください。

法定公告掲載ホームページアドレス
www.lintec.co.jp/ir/stock/koukoku.html

定 時 株 主 総 会 6月
配 当 基 準 日 期末：3月31日　中間：9月30日
株主名簿管理人および
特別口座の口座管理機関

東京都千代田区丸の内1‒4‒5
三菱UFJ信託銀行株式会社

・ 郵便物送付先 〒137‒8081
新東京郵便局私書箱第29号
三菱UFJ信託銀行株式会社
証券代行部

・ フリーダイヤル ® 0120‒232‒711
・ ホームページアドレス www.tr.mufg.jp/daikou

株主メモ

www.lintec.co.jp/enq87

※インターネットによるご回答には
　メールアドレスが必要です。

※画像は2022年版カレンダー 

No.83（2021年6月発行） No.85（2021年12月発行） No.86（2022年3月発行）No.84（2021年9月発行）

● 当誌「LINTEC WAVE」のバックナンバーは当社ホームページで御覧いただけます。（www.lintec.co.jp/ir）

2023年版オリジナルカレンダー
プレゼントのお知らせ

株主様の口座のある証券会社にお申し出ください。なお、証券会社に
口座がないため特別口座が開設されました株主様は、特別口座の口座
管理機関である三菱UFJ信託銀行株式会社にお申し出ください。

本誌23ページの読者アンケートに
お答えいただいた皆様には後日、
当社オリジナルカレンダーを送付
させていただきます。本誌付属の
はがき（切手不要）かインターネット
（右記二次元コード
からアクセス）でご回
答いただけますので、
ぜひご協力ください。

ユニバーサルデザイン（UD）の
考えに基づいた見やすいデザ
インの文字を採用しています。

社名の由来は、リンケージ（結合）とテクノロジー（技術）。ロゴマークは、地球を表す楕円
にLINTEC・LINKAGE（結合）・LOYALTY（誠実）の三つの「L」で表現したウエーブ（波）
を組み合わせてデザイン。世界を舞台に飛躍していこうという決意を込めています。
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